
 
 
 
 
 
 

概        要 

学 校 名 鎌ケ谷市立鎌ケ谷中学校 

活用方法 

鎌ケ谷市立鎌ケ谷中学校では、特に数学科において「実践モデル 

プログラム」の各過程を位置付けた授業づくりを行った。「広げ   

深める」の過程では、「なぜ」と問い返す場面や対話的な学習を意図

的に設定することで、根拠を基に自分の言葉で考えを説明する力の 

向上を目指してきた。また、「まとめあげる」の過程では、新しく   

学習した数学の用語を用いて振り返りを行う場面を設定した。 

成 果 等 

 問い返しや対話を意識した「広げ深める」過程を通して、解答を  

導き出した根拠や理由を自分の言葉で説明しようとする生徒が増加

した。また、口頭で説明する機会が増えたことにより、自分の考えを

記述することへの抵抗感を減らすことができ、記述式問題の無解答率

が大幅に減少した。さらに、振り返りの記述の中に数学の用語が多く 

見られるようになり、知識及び技能の定着にもつながった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム 

     活 用 事 例     

数学の用語を用いることで振り返りの内容が
充実した。記述量も増加し、自らの学びをメタ
認知している様子が見られた。 

自 分 の考 え を相 手に 伝 える 
場面では、生き生きと説明する
姿が見られた。聞く側の生徒
が、相手の考えについて質問等
を投げかける場面も増加した。 


